
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

整備基準の解説 
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整 備 基 準 解    説 望ましい水準 備 考 
 歩道等を設ける場合は、次に定める構造とする
こと。 

 ・高齢者、障害者等の利
用が多く見込まれる
道路では、必要に応

じ、休憩ができるベ
ンチを設置する。 

図 11 
 

(1) 有効幅員 有効幅員は、200センチメート

ル以上とするよう努めるこ
と。 

  図１ 

図３ 
図５ 

(2) 横断勾配 歩道等（車両乗り入れ部を除
く。）の横断勾配は、２パーセ
ント以下とすること。 

・「車両乗り入れ部」とは、車両が道路
に隣接する民地等に乗り入れできる
ように、縁石等の一部に対して切り

下げ又は切り開き等処置を行い、車
両が民地等に乗り入れ可能となる構
造をもった箇所をいう。 

・透水性舗装を行った場合は、１％以下
とする。 

 図１ 
図２ 
図５ 

図６ 
 

(3) すりつけ勾

配 

歩道等のすりつけ勾配は、５

パーセント以下とすること。
ただし、地形の状況その他特
別の理由によりやむを得ない

場合においては、８パーセン
ト以下とすることができる。 

・「すりつけ勾配」とは、横断歩道箇所

等に接続する歩道等の部分及び車両
乗り入れ部において、歩行者等及び
車両の安全かつ円滑な通行を確保す

るため、段差をすりつけた部分の勾
配をいう。 

・切下げによって生じる勾配の方向は、

歩行者の通行動線の方向と一致させ
ること。 

 図１ 

図５ 
図６ 
 

(4) 歩道等と車
道の接する部
分の構造 

歩道等が交差点又は横断歩道
において車道と接する部分
は、次に定める構造とするこ

と。  
ア 車道との境界部分の段差
は、２センチメートルを標

準とし、かつ、車椅子使用者
の通行に支障がない構造と
すること。 

イ すりつけ区間と車道と接
する部分の間に、長さ 150
センチメートル以上の水平

区間を設けるよう努めるこ
と。 

・歩道等が交差点と接する部分には、必
要に応じて車の巻込みを防止する構
造物を設置することが望ましい。た

だし、視覚障害者の通行の妨げとな
らないよう配慮が必要である。 

 図１ 
図５ 
 

(5) 中央分離帯 横断歩道が中央分離帯を横切

る部分は、車道と同一の高さ
ですりつけること。 

・歩行者等の安全を確保するために分

離帯で滞留させる必要がある場合、
その段差は２センチメートルを標準
とすること。 

 図７ 

(6) 舗装 歩道等の舗装は、次に定める
構造とする。 

ア 雨水を地下に円滑に浸透
させることができる構造と
すること。ただし、道路の構

造、気象状況その他特別の
状況によりやむを得ない場
合においては、この限りで

ない。 
イ 平たんで、滑りにくく、か
つ、水はけの良い仕上げと

すること。 

・舗装は、原則として、透水性舗装とす
ること。 

・インターロッキングブロック等を使
用する場合は、目地幅ができるだけ
小さい材料を用いること。なお、イン

ターロッキングブロック舗装等の模
様によっては、視覚的な刺激に繋が
ったり、錯覚を起こしたりする可能

性があることに留意すること。 

 図１ 
図５ 

図６ 
 

(7) 溝蓋の構造 排水溝を設ける場合は、つえ
等が落ち込まない構造の溝蓋

を設けること。 

・排水溝は、歩行者動線には原則設置し
ないが、やむを得ず設置する場合の

構造である。 

 図８ 
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歩道及び自転車歩行者道 

（以下「歩道等」という） 
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 ●基本的な考え方 
バリアフリーの街づくりのためには、道路施設のうち、歩行者の安全に

配慮した歩道等の整備が必要である。 
歩行者の安全に配慮するため、道路は、車道と分離して歩道を設置する

ことを原則とする。ただし、道路幅員が狭く分離することが困難な場合、
又は交通量がわずかで、かつその走行速度が遅い道路などにおいて、他に
安全対策が施されている場合はこの限りではない。 
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図 10 乗合自動車停留所を設ける歩道の構造の例 

（国土交通省「道路の移動等円滑化に関するガイドライン」（令和６年１月）Ｐ3-6から抜粋） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 11 休憩ができるベンチの設置例 

 

 

 

 

 

 

  

【留意点】 

・円滑な通行が妨げられないよう、十分な間隔

(有効幅員200cm以上)を確保する必要がある。 

・巧緻な操作が困難である障害者等に配慮し、

はね上げ式や折りたたみ式を避ける。 

・椅子の長さ、背もたれや手すりの有無など

様々なベンチの構造が考えられる。構造の決

定においては、障害者等への意見聴取を踏ま

えて判断することが望ましい。 
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整 備 基 準 解    説 望ましい水準 備 考 
障害者等の移動の円滑化のために立体横断施

設が必要であると認められる場合は、次に定める
構造とすること。 

・「立体横断施設」とは、横断歩道橋、
地下横断歩道及びペデストリアン
デッキのことである。 

・エレベーター又は傾斜路の設置が
困難な場合は、できるだけ近接し
た場所に横断歩道を設ける等の代

替手段により移動を確保すること
が必要である。 

  
 

(1) 回り階段の
禁止 

階段は、回り階段としないこ
と。 

  図１ 
図２ 

(2) 手すりの設

置 
階段、傾斜路及び踊場には、両

側に手すりを設けること。 
  図２ 

図３ 

(3) 路面の仕上
げ 

路面は、滑りにくい仕上げと
すること。 

  図２ 

(4) 傾斜路等の

設置 

車椅子使用者に配慮したエレ

ベーター又は適切に踊場を設
けた傾斜路を設けるよう努め
ること。 

  図２ 

図４ 
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(以下「立体横断施設」という) 
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 ●基本的な考え方 
バリアフリーの街づくりのためには、道路施設のうち、歩行者の安全に

配慮した立体横断施設の整備が必要である。 
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整 備 基 準 解    説 望ましい水準 備 考 
(1) 注意喚起場
所への敷設 

歩道等が交差点又は横断歩道
において車道と接する部分、
立体横断施設の昇降口の部分

等の注意を喚起する必要のあ
る場所には、視覚障害者誘導
用ブロックを敷設すること。 

(視覚障害者誘導用ブロックの構造) 
・形状については、JIS規格の構造と
すること。 

・黄色を原則とすること。ただし、周
辺の床材との対比を考慮して、明
度差あるいは輝度比などが十分に

確保できず、かつ安全で連続的な
道すじが明示できない場合は、こ
の限りでないが、その場合であっ

ても、まずは舗装面との輝度比が
確保できるようにブロックを縁取
るように舗装の色を変えるなどの

対応を検討することが望ましい。 
・十分な強度を有し、滑りにくく、耐
久性、耐摩耗性に優れたものとす

ること。 
(踏切道内の誘導方法) 
・踏切道内において、視覚障害者の横

断の安全を確保する必要がある場
合は、車道や線路に誤って侵入す
ることを防ぐとともに踏切の外に

いると誤認することを回避するた
め、視覚障害者誘導用ブロック及
び踏切道内誘導表示(表面に凸凹

のついた誘導表示であって、視覚
障害者誘導用ブロックと異なる形
式のものをいう。) を設けること。

なお、整備に当たっては、「道路の
移動円滑化に関するガイドライン
(国土交通省)」を参照すること。 

・放置自転車や置き看
板等で通行に支障を
及ぼす恐れがある場

合には、ＰＲシートを
敷設するなど視覚障
害者が円滑に通行で

きるよう配慮する。 

図１～10 
 
 

(2) 案内必要場
所への敷設 

公共交通機関の施設から視覚
障害者の利用が多い施設へ通
ずる歩道等にあっては、進路

や施設の案内を行うことが必
要である場所には、視覚障害
者誘導用ブロックを敷設する

こと。  

・「視覚障害者の利用が多い施設」と
は、盲学校、視覚障害者情報提供施
設のように専ら視覚障害者の利用

に供する施設のほか、市役所、区役
所、総合病院等の特に多数の者の
利用に供する施設を含む。 

・案内上必要な箇所に設けるという
趣旨であり、必ずしも連続して敷
設しなければならないとは限らな

い。 
・敷設に当たっては、歩行動線を考慮
して、最短距離で目的地にたどり

着けるよう、連続的かつ極力直線
的に敷設する。（管理境界部で誘導
が途切れることがないよう、留意

すること。） 
・マンホール等が設置されている周
辺に設置しなければならない場合

は、マンホール上に設置すること
が望ましいが、やむを得ない場合
については、線上ブロックを緩や

かにすり付けてマンホール等を迂
回させるなどの対応を検討する。 
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視覚障害者 
誘導用ブロック 

3-3 

 ●基本的な考え方 
バリアフリーの街づくりのためには、歩道等において視覚障害者を誘導

する視覚障害者誘導用ブロックの整備が必要である。 
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「連続的な整備に向けて－道路と敷地の境界の整備－」 

 

 バリアフリー法では、バリアフリー化を重点的に進める対象エリアにつ

いて、交通バリアフリー法が旅客施設を中心とした地区に限定していたと

ころを、旅客施設を含まない地区にまで拡充した。 

これにより、市町村は、国が定める基本方針に基づき、旅客施設を中心

とした地区や、高齢者、障害者などが利用する施設が集まった地区（「重点

整備地区」）において、公共交通機関、建築物、道路、路外駐車場、都市公

園、信号機などのバリアフリー化を重点的かつ一体的に推進するため、当

該地区におけるバリアフリー化のための方針、事業等を内容とする「基本

構想」を作成することができることとなり、地域の実情に即した一体的・

総合的なバリアフリー化に向けた取組みが期待されている。 

その一つの例として、重点整備地区内の特定道路等における視覚障害者

誘導用ブロックの連続敷設がある。 

この場合、重点整備地区内において視覚障害者がよく利用する施設な

ど、連続誘導が必要な施設を視覚障害者等の意見を踏まえた上で設定し、

その施設間について設置することが考えられる。その際、連続誘導にあた

っては、道路敷地内だけでなく、民地内の当該施設の出入口直近まで連続

して行うなど、整備関係者間が連携し、安全を確保したより分かりやすい

敷設を行うことが望まれる。 
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整 備 基 準 解    説 望ましい水準 備 考 
信号機により交通整理の行われている交差点

又は横断歩道において、視覚障害者の横断の安全
を確保する必要がある場合は、視覚障害者用信号

機を設置するよう努めること。 

優先的に整備する場所に、 
・バリアフリー法における重点整備
地区 

・視覚障害者の利用頻度が高い施設
の周辺にある横断歩道 

・歩車分離制御方式のうちスクラン

ブル方式及び歩行者専用現示方式
の信号交差点 

が挙げられる。 

・信号機により交通整理
の行われている交差点
又は横断歩道におい

て、視覚障害者の横断
の安全を確保する必要
がある場合は、エスコ

ートゾーン（視覚障害
者が横断時に横断方向
の手がかりとすること

ができる突起体の列を
いう。）を設置する。 
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視覚障害者用 
信号機 

3-4 

 ●基本的な考え方 
視覚障害者が安全に交差点や横断歩道を通行するためには、音響信号機

等の誘導案内設備が適切に整備されることが必要である。 

♡ エスコートゾーンを設置 


